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第６類

実技系科目の遠隔授業における課題と可能性 

―保育内容・音楽表現Ⅰ、音楽Ⅰ、リトミックの実践報告からー 

井本 英子 

IMOTO Hideko 

2020 年度前期は新型コロナウイルス感染症防止対策のため社会全体が様々な制約を課せら
れることとなった。それに伴い本学も遠隔授業を行った。本稿は第 1回から第 6回までの遠隔
授業について筆者の本学での担当科目である「保育内容・音楽表現Ⅰ」「音楽Ⅰ」「リトミック」

の 3科目についての実践方法を報告し今後の遠隔授業における可能性と問題点を考察する。特
に遠隔授業の実施環境と実技科目ならではの問題点について言及するものである。実技系科目

の遠隔授業において、学生と教員が重視する点の差異や、実技科目の取り組みの言語化におけ

る技術向上効果の検証の必要性、遠隔授業と遠隔授業の長所を取り入れた対面授業のハイブリ

ッドな授業構築の可能性、実技レベル別グループ授業による効果の有効性について詳述する。 
キーワード：遠隔授業、グループ授業、受講環境、音楽表現 

 

ははじじめめにに

2019年度後半より新型コロナウイルス感染が広がり、
その防止対策のために本学においても2020年度は開始
から登学が叶わず遠隔授業を余儀なくされた。予定よ

り2週間遅れて4月20日を前期授業開始日として、授業
開始から第6回授業までは遠隔授業を行った。本学は全
ての科目においてそれまでに遠隔授業の経験がなく、

教員もポータルサイトやZoomアプリ等の遠隔ツール
の使い方を学びながらの遠隔授業開始となった。第1
回授業開始日4月20日の週の第1回から第3回までは全
科目ポータルサイトであるユニバーサルパスポート(※

１)を使った課題掲示による学習となった。ユニバーサル

パスポートは本学では2019年より導入し、主に学務事
務として履修登録、シラバス登録・参照、学生への掲

示連絡として使用していた。その学生掲示を使って課 
※１ ユニバーサルパスポート

日本システム技術株式会社の製品で事務システムデータと教育

分野のデータを融合させたポータルサイトのシステム 

 

題掲示をすることになった。いずれ登学する見込みで 
対面授業開始時に課題提出するとした。学校の方針と

して当初遠隔授業の期間をまず3週間として課題授業
を行った。しかし緊急事態宣言発令を受け遠隔授業継 
続となった。本学に限らずではあるが1回生は入学式も 
なく、オリエンテーションも受けておらず、大学生と

しての学び方も理解していないままの遠隔授業である

ので不安が大きかったことは想像に難くない。遠隔授

業延長の見通しの中、学生には授業資料類を郵送し、

テキスト類は書店からの自宅配送という形で授業準備

が進められた。授業資料類とテキストが学生の手元に

届いたところで5月14日の週の第4回目から第6回まで
は各教科担当によってそれぞれの方法で遠隔授業を行

った。その後緊急事態宣言解除後、6月4日の週の第7
回目からは全ての科目において対面授業となった。本

稿では筆者が2020年度前期に担当した科目において、
遠隔授業期間であった第1回目から第6回目までの授業
方法について詳述し、遠隔授業における可能性と問題

点を考察する。特に遠隔授業の実施環境と実技科目な

らではの問題点について言及するものである。 
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方方 法法

調査期間：2020年4月21日〜8月4日 
調査対象：保育職志望の短期大学学生 「保育内容 
・音楽表現Ⅰ」58名、「音楽Ⅰ」128名、「リトミッ 
ク」6名、受講者合計192名 

３３ 利利用用ししたたツツーールル

3-1 3教科ともに利用したツールとその内容 
今回期間の遠隔授業についてこの３科目で共通して

利用したツールは下記３点である。 
 
3-1-1 Gmail 

1 点目は Gmail である。学校の方針として教員
Gmailアドレスを全学生に周知した。これまで本学で
は教員のメールアドレスを積極的には学生に公開して

いなかったが非常勤講師のGmailアドレスも作成し全
教員とGmailでも直接繋がることができるようになっ
た。それにより学生が教員にいつでも質問、連絡でき

るツールとしてユニバーサルパスポートとGmailの 2
種類が用意されることになった。 
 
3-1-2 ユニバーサルパスポート 
２点目は、これも学校の方針として前述のユニバー

サルパスポートを使用した。第 1回から第 3回までは
ユニバーサルパスポート掲示による課題の説明と課題

学習、第 4回から第 6回まではそれに加えてクラスプ
ロファイルシステムというコース学習や小テスト、ク

リッカーなど、双方向授業を支援する機能を利用した。 
 
3-1-2-1 ユニバーサルパスポートの実施方法 
第 4回から第 6回までのユニバーサルパスポートの
実施方法を述べる。学生はオンタイムの出席確認とし

て授業開始時にユニバーサルパスポートのクリッカー

機能での点呼を実施する。そしてユニバーサルパスポ

ートの課題を確認する。授業開始時に公開する【課題

A】は本日の授業の流れを説明するものとした。この課
題Aに返信することで、各学生がトラブルなく受信で
き、その日の課題の流れを把握しているかどうかをこ

ちらがリアルタイムで確認するための受講確認として

使用する。受講確認をする一方で、LINE ビデオ通話
（後述）レッスン時刻を各学生に LINE で連絡する。
授業開始 10分後から LINEで連絡した順番にレッス
ンが行われる。同時に【課題 B】が公開される。ここ

で学生は各自のレッスン時間に合わせて、レッスンと

レッスンのための練習と課題Bにそれぞれ取り組む。
授業開始60分（課題内容によっては70分）後に【課
題C】も公開されるので、課題Cも合わせて取り組む
ことになる。課題Cの内容は各教科とも「課題進捗状
況・次週までの目標・振り返り・質問等」である。授

業終了時刻までに、LINE で終了メッセージのやり取
りをして授業終了とする。なお、該当３教科のユニバ

ーサルパスポートでの課題掲示例として第 6回の課題
を付録に掲載している。 
授業時間内の学生の質問等に関してはLINEやポー
タルの課題返信で対応し、授業後、事前事後学習につ

いての質問等は、ポータルの Q＆Aシステムとともに
Gmailを使って対応した。 
 
3-1-3  LINEアプリケーション 
３点目は上記ユニバーサルパスポートとは別に同時

双方向型ツールとしてLINEアプリケーションを使っ
たLINEビデオ通話レッスンを使用した。 LINEアプ
リは、学生、高校生が普段よく使っている一般的なア

プリであること、アプリ利用の通話が無料で動画や音

声も簡単に送受信できること等から採択した。 LINE
使用について教員は私用のものを使うため授業時間の

みで通信使用し、授業時間外は開封・返信しないこと

を教員間でも厳守し、今後学生と授業で関わることが

無いことが確認できた時点でアドレスを削除すること

とした。 
 
3-2 保育内容・音楽表現Ⅰのみで使ったツールとその

内容 
保育内容・音楽表現Ⅰの授業ではこちらからの動画

配信に You Tubeを使った。こちらも学生、高校生が
普段よく使っている一般的なアプリケーションである

こと、動画再生時に再生スピードを調整できることか

ら採択した。限定公開としてポータルサイトと LINE
に視聴サイトURLを載せた。 

４４．． 授授業業展展開開「「保保育育内内容容・・音音楽楽表表現現ⅠⅠ」」

授業展開について、まず「保育内容・音楽表現Ⅰ」

について述べる。当該科目は専門教育科目で保育士資

格・幼稚園教諭二種免許状取得必修科目、授業形態は

演習で単位数は1単位である。なおシラバス（授業内容
に関連する部分の抜粋）は付録に掲載している。 
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「保育内容・音楽表現Ⅰ」の第 1回は「幼稚園教育
の基本と領域「表現」のねらい及び内容」、第2回は「幼
児の発達と表現」（シラバスでは第 3回実施予定）、第
3回は「幼児の発達と音楽的発達」（シラバスでは第２
回実施予定）の内容の解説と課題をユニバーサルパス

ポートの掲示に上げた。第 4回からはユニバーサルパ
スポートとLINEビデオ通話レッスンとYou Tubeに
よる動画配信の 3 種類のツールを使って実施した 表
１ 。 

表１ 保育内容・音楽表現Ⅰ 年度前期（第

～ 回）実施内容

第 回 幼稚園教育の基本と領域「表現」のねらい及

び内容

第 回 幼児の発達と表現

第 回 幼児の発達と音楽的発達

第 回 課題曲の発表／打楽器

第 回 歌う表現活動／楽器奏法

第 回 楽器を使った表現活動とその援助の手法

事前課題として、一人3曲の弾き歌い課題曲を課して
いる。1回生で「音楽Ⅰ」、「音楽Ⅱ」の授業を履修して
いるので、各学生の演奏レベルを把握している。学生

それぞれに合わせたレベルの楽曲と楽譜を事前に配布

して課題にしている。シラバスでは第2回目に課題曲の
発表を入れているが、今回は第4回目に実施した。 
授業課題として、4曲を郵送した。対面授業であれば、
この4曲についてもそれぞれのレベルに合わせた楽譜
を配布するのであるが、今回は全てのレベルの楽譜を

郵送した。楽譜選択についてはLINEビデオ通話レッス
ンで担当教員と相談できたので混乱はなかった。 
また、その他の課題として打楽器奏法についての教

材としてリズム練習譜（中西京子教員作成）を郵送し

た。その他LINE QRコードを送付し、鍵盤楽器の用
意を促した。鍵盤楽器が無い場合はスマートフォン、

或いはタブレットで「ピアノ鍵盤」のアプリをインス

トールするようにした。鍵盤楽器を所有しない学生は1
名で、当該学生は鍵盤ハーモニカ貸し出しを利用した。 
第4回～第6回のユニバーサルパスポート【課題B】
では、打楽器について楽器の種類や奏法やその表現活

動について動画配信をした。 
動画については、次の 3 点に留意して作成した。1
点目は打楽器についての紹介や打楽器の持ち方や奏法

をわかりやすく解説することである。第 4回は保育現

場でよく用いられているタンバリンを主に取り上げた。

学生にはいろいろな奏法を組み合わせることで多様な

演奏になることに着眼して視聴してもらった。また、

トライアングル、ウッドブロックなどを加えることに

よっての多彩な響きを聴き取ってもらった。第 5回は
木の素材に着目した。一般的なカスタネットだけでな

く、音高低差のある木魚を使い、木の素材に親しみ、

馬のいななき、ムチ、木琴の奏法を学び、響きを視聴

してもらった。第 6回は楽器ではなく音の出る身近な
素材を使っての表現方法を紹介した。演奏方法につい

ても自由なタイミングで好きなように演奏することを

紹介した。 
2 点目のポイントは各回テーマ曲を設定することで
ある。課題学習の曲目から 1曲を設定し、楽曲につい
てのイメージを広げる。保育構想のヒントとなり保育

現場で実際に展開するという課題習熟の目標がより一

層明確になる。第4回は「はしのうえで」、第5回は「お
んまはみんな」、第6回は「おなかのへるうた」をテー
マ曲とした。 

3 点目は、動画を視聴しながら、自主練習できるよ
うにすることである。各回とも事前配布したリズム学

習の楽譜を使い、ボディーパーカッションやハンドク

ラップ、身近な音の出るものを使って、繰り返し一緒

に楽しく練習できるようにした。 
上記留意点に則り、担当教員 3名（中西京子氏、清
水悠宇氏、筆者）で演奏・解説し、李家和馬氏が撮影・

編集してYou Tubeにあげた。 

５５ 授授業業展展開開「「音音楽楽ⅠⅠ」」

「音楽Ⅰ」は1回生で履修する専門教育科目である。幼
稚園二種免許状取得必修科目で単位数は1単位である。
シラバス（授業内容に関連する部分の抜粋）は付録に

掲載している。クラス単位（30人前後）で受講する。
シラバス作成時の予定は前年度までと同様に、学生は

レベルによって1クラスを2グループに分かれて3名の
教員がグループ授業と個人レッスンを実施する授業形

態を想定している。学生は1回の授業の中で2名の教員
からの指導を受ける。初回授業で学生の音楽レベルを

確認してクラス分けをする。しかし、遠隔授業実施に

あたり1クラスを3グループに分け各グループ1名の教
員が担当した。対面授業が始まってからもこの形態で

実施した。 
形態はシラバス作成時に想定していたクラス分けで
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はなかったが、授業内容（表 ）はシラバス到達目標に

則して実施した。但し、より遠隔授業に適している内

容をこの期間に実施するためにシラバスとは学習順序

を入れ替えている。課題に関しては、担当している教

員全員で課題案を編集・作成・検討して受講学生全員

共通課題とした。 
第 1 回は、「音楽経験の有無（鍵盤楽器経験・鍵
盤楽器以外の楽器経験）」、「音楽との関わり（生活の

中で・音楽の嗜好・楽譜理解の質問・鍵盤楽器所有

の有無）」、「授業についての抱負や不安」の大きく3
点についての問いに答える形で各自の音楽歴の記述

課題とした。第2回は、歌唱について、こどもが歌
う季節の歌について歌詞の考察に関する解説をして、

各季節の歌について調べて記述する課題とした。第

3 回は郵送資料が学生の手元に届いていたので、第
4 回からの双方向遠隔授業のための授業準備を指示
し、第2回課題の季節の歌の練習という実技課題と、
音楽理論の資料提示を掲示でした上で楽典の練習問

題に取り組むことを課題とした。鍵盤楽器を所有し

ない学生は 7名で、当該学生は鍵盤ハーモニカ貸し出
しを利用した。 
 
（表 ）音楽Ⅰ 年度前期（第 ～ 回）実施内容

第 回 ガイダンス、授業方針の説明

第 回 歌唱 （子どもの声域に合わせた歌）

第 回 音楽理論 （譜表）

第 回 クラス分け ピアノ奏法の基本１（指使い、

姿勢など）

第 回 歌唱１（発声） 音楽理論（音符）

第 回 楽曲演奏法（基本の取り組み方） 音楽理論１

（音符）

 
第4回～第6回のユニバーサルパスポート【課題B】
では、各回、郵送した資料「楽典テキスト」に沿って

課題と練習問題を指示した。学生は順番に教員との

LINE ビデオ通話による個人レッスンを受講した。題
材の楽曲は第 2回課題で各自が選んだ季節の曲や郵送
した弾き歌い課題を学習した。 
対面授業開始の予測が立たない状況の中、「音楽Ⅰ」

は 1回生全員が受講しているので、第 1回～第 3回の
学生の課題提出についてGmailにファイル或いは画像
ファイルを添付して返信させることを試みた。また第

14回授業で、遠隔授業についての無記名アンケート
（表 ）を実施した。結果については後述する。 

（表 ）音楽Ⅰ授業内アンケート

音楽Ⅰ「皆さんの声」 年前期（無記名・記名自由

です。課題採点には含まれません。）

１．音楽Ⅰ授業についての感想等、自由に記述してく

ださい。

２．遠隔授業についてお答えください。

① 第 回～ 回の課題授業について

② 第 回～ 回の によるオンライン授業につい

て

③ 遠隔授業全体について

６６ 授授業業展展開開「「リリトトミミッックク」」

「リトミック」は専門教育科目の選択科目である。授

業形態は演習、単位数は1単位である。今期の受講生は
2回生4名、3回生2名の計6名である。なおシラバス（授
業内容に関連する部分の抜粋）は付録に掲載している。 
保育士資格及び幼稚園教員免許状取得や卒業必修に関

係しない選択科目であり、当該科目履修を望む学生が

受講しているため受講意欲が高い。6名中 5名がこど
も音楽療育士の資格取得を目指す学生である。少人数

であるためグループラインを設定して、グループライ

ンによるクラス授業と、LINE ビデオ通話個人レッス
ンと、ユニバーサルパスポートの 3種類のツールを使
っての遠隔授業を実施した。 
授業内容（表 ）はシラバス到達目標に則して実施し

た。但し、より遠隔授業に適している内容をこの期間

に実施するためにシラバスとは学習順序を入れ替えて

いる。 

表 リトミック 年度前期（第 ～ 回）実施内容

第 回 ガイダンス・身体表現の楽しさと即興演奏の必

要性

第 回 音と音楽 身体表現のためのピアノ演奏法２

（表情・拍子）

第 回 ことばとリズム リズムあそび１（歩くことを

中心に）

第 回 リズムあそび２（歩くこと～ステップへ）身体

表現のためのピアノ演奏法１（伴奏付け・変奏）

第 回 リズムあそび３（模倣を中心に）身体表現のた

めのピアノ演奏法２ （表情・拍子）

第 回 リズムあそび４（道具を使って）ことばとリズ

ム
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身体表現活動を伴う科目であるので第 回以降、実技

内容のピアノ奏の部分と第 回予定の内容の「ことば

とリズム」を遠隔授業の題材とし、身体表現活動の部

分は対面授業になってから実施した。受講生全員が鍵

盤楽器を所有していることが予め判っていたこともあ

り、第 、３回の掲示課題でもピアノ演奏に関する課題

を課した。第 回以降は郵送資料の教材も併用して学

習した。 
LINEビデオ通話レッスンで、1対 1の個人レッス
ンと全体グループレッスンを実施した。LINE 通話で
のグループラインについては学生の承諾を取ったうえ

でグループとして繋がった。今回の受講生たちは学生

同士が授業を通して関係性が良好であることが確認で

きていたのでグループラインを繋げることに問題はな

かった。グループとしての一斉授業形態としてはZoom
使用もあるが、6 人グループで、個人ラインとグルー
プラインの切り替えが容易で、繋げたままにしなくて

もその都度架電するだけですぐに繋がるのでライン 
グループ通話を採択した。タイムラグがあるので、6
人で一緒に合わせて演奏することはできないが、遠隔

授業の中でも指導者役・こども役に分かれて模擬授業

形式が取り入れられたことは成果があった。 

７７ 考考察察

7-1 各科目の問題点を考察する。 
7-1-1 記述課題 
これまで授業時間を最大限に使って実技指導の充実

を図っていたが、遠隔授業の中では、学生が調べて記

述する時間的余裕があった。そこでこれまで事前学習

課題として提示しても徹底できかねた内容や、学生の

技量によって共通の課題をやり遂げるためにかかる時

間差が大きく、授業中での文章化の取り組みを避けて

いた課題内容を授業課題として取り組ませることがで

きた。今回3科目とも課題Cとして本時の進捗状況と
次回への取り組みの目標をレポートさせたが、非常に

具体的に記載できている学生がほとんどであった。遠

隔授業の場合、自分のペースで文章を書く時間的余裕

があることが一因していると推測するが、このように

実技の進捗状況を客観的に述べて、次回への取り組み

目標を自分の言葉で明確にすることが技術力を向上さ

せる効果については比較研究すべく課題となった。 
 
7-1-2 動画範奏の在り方 

保育内容・音楽表現Ⅰでは同じ授業時間に役割分担

して授業を行っている複数の教員で、アンサンブルの

範奏動画を配信した。複数の担当教員が一同に介して

範奏を学生たちに聴いてもらうことは、これまでの授

業形態では教室のスペースの問題があり本学では実施

できなかった。しかし今回、動画配信をすることで、

学生が取り組む教材のアンサンブル範奏を視聴しても

らうことができた。楽しい、曲のイメージが捉えられ

た、何度も見ながら練習できた等視聴の感想は全て肯

定的なものであった。授業での独奏の範奏を動画撮影

して事前事後学習に役立てることは既に実践していた

が、合奏学習においても身近な教員の範奏を解説とと

もに視聴することで教材をより豊かな楽曲として捉え

ることの一助になる。オンラインでの合奏は二人であ

ってもタイムラグが生じるため不可能であるが、それ

ぞれの学生が動画に合わせて合奏練習をすることは可

能で、学生の課題進捗状況・振り返りレポートから予

想以上に授業意欲を高める活動が提供できていること

が判った。再生スピードを調整することで、技術的に

難しい箇所の反復練習としても利便性が見込まれる。

このように動画を使った範奏の提示が、授業意欲を高

めることと利便性から事前事後学習を積極的に行うこ

とになり、それが技術力向上にもつながるのか研究の

課題となる。対面授業であっても遠隔ツールを取り入

れるハイブリッドな授業構築には学生の技術向上の可

能性がある。 
 
7-1-3  楽器経験の実力でのクラス分けの是非と他者
との関わり 
音楽Ⅰでは通常、初回オリエンテーション時に鍵盤

経験と音楽力を独自の方法で審査して クラスに分け

て 名の教員が授業をする形態をとっている。音楽力

のレベルが測れるように作成した鍵盤初見演奏とリズ

ム初見演奏課題と読譜（ト音譜表とヘ音譜表の音読み

のみ）課題と時間内でのピアノ曲習熟度によって審査

する。しかし今回オンラインの初回である第 回授業

ではレベル確認ができないまま授業に入った。学生に

とって初めてのオンラインであるとともに入学して初

めて新入生が大学教員と直接顔を合わせる唯一の科目

であったこともあり、審査等チェック項目は学生を緊

張や不安にさせる恐れがあるので実施しなかった。対

面授業になってからも第 回までの授業で構築できた

学生との関係の継続を優先し、楽器技能や音楽力別の

クラス替えを行わず、名の教員が クラスに分けて担
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当する形態で行った。遠隔授業の間は学生と 対 の

個別レッスンであるため担当教員のグループ内でレベ

ル格差があっても全く支障はなかった。第 回まで周

りを気にせず各自のペースで取り組んでいた。その結

果、練習量や完成度に関しても他者からの刺激がない

ままで、自分のペースを良しとしてしまい更なる努力

を重ねる方向になりにくかった。その状態で第 回目

からの対面授業に代わって鍵盤楽器初心者と経験者と

のグループ授業を受講する中では、実力格差に自信や

意欲を喪失してしまった学生もいる。同じ曲目を題材

にしていても鍵盤奏の場合は音楽技術力によって演奏

する楽譜の違いがあり課題点が大きく異なる。従って

レベル差があるとグループ授業の中で共に上達を目指

すことは効率的ではないことは明らかである。一方、

類似したレベルであると問題点を共有することができ

るため個別レッスンよりも有効に上達する。今回 回

の授業終講時の結果、特に鍵盤初心者の技術到達は例

年より芳しくなかったことが、レパートリーの曲数や

成果発表の曲目難易度から明確になった。レベル別の

クラス分けをしないグループ授業を体験したことで、

当該科目のような音楽実技授業を効果的に実践するた

めには、学生の音楽力に合わせたグループで受講する

ことが効果的であるというレベル別グループ授業の有

効性を再認識することになった。今後計画的に遠隔授

業を取り入れるにあたっては、自分の表現活動と他者

との関わりを体感することや、同朋と切磋琢磨するこ

とによる技術力の向上を考慮すると、グループ授業も

積極的に取り入れることが望ましい。今回のこの結果

は遠隔授業の弊害ではなく遠隔授業で初回レベルチェ

ックができなかったことが起因するので、初回授業か

ら遠隔授業である場合でも学生の不安なく音楽力を測

る方法を見出すことが課題である。

7-1-4 歌唱指導 
一方COVID-19状況下では、対面授業では歌を歌え
ないことが最も大きな弊害となっているが、遠隔授業

ではしっかり歌唱指導ができた。家の中で家人に歌唱

を聴かれることへの抵抗があるという意見がある一方、

対面授業で他の学生を意識して歌う時よりも個別で歌

う方がしっかり発声して歌唱できていた。対面授業で

の歌唱指導が困難な状況が継続しても遠隔ツールを取

り入れることで歌唱にも対応できる。遠隔ツールの利

点を積極的に対面授業に取り入れることでよりよい授

業展開を構築できることが判った。 

7-2 遠隔授業についてのアンケートから 
7-2-1 学生のアンケートから 
音楽Ⅰの第 回授業内で無記名のアンケートを行っ

た。「皆さんの声」と題して音楽Ⅰ授業全般と遠隔授業

についての 項目について自由記述で 名回答を回

収した。各項目について詳述する。考察については

で記述する。

7-2-1-1 【第 回～第 回の課題授業について】

課題授業とその内容については「楽しかった、できた、

よかった、知ることができた」など が肯定的に捉

えているが、「難しかった、多かった、しんどかった、

たいへんだった」など が否定的に捉えている（表 ）。

（表 ）①第 ～ 回の課題授業について

ポータルシステムやパソコン作業や課題の送受信等の

慣れない遠隔授業ツールに起因して否定的に捉えた意

見は回答全体の ％である。ポータルシステムで課題

を確認するだけではなく、ファイル或いは画像添付返

信を課したところが慣れない学生に負担になったこと

が判る。また遠隔授業の課題量としては、第 ～ 回は

全学で課題授業期間全て筆記（ 作業を含む）であっ

たが、当該教科についての課題量としては概ね学生の

負担にはなっていなかったことが判った。

7-2-1-2 【第 回～第 回の によるオンライン授

業について】

によるオンライン授業については「楽しかった、

できた、よかった、面白かった」など肯定的な意見が

である。「やりにくかった、難しかった、緊張し

た、困った」などの否定的な意見は である（表 ）。

そのうちピアノが無いなど楽器の不備、機器の操作や

電波環境等に起因する否定的な意見は全体の で
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ある。考察については で記述する。

（表 ）②第 ～６回オンライン授業について

7-2-1-3 【遠隔授業全体について】

遠隔授業全体についての記述では「よかった、できた、

楽しかった」など が肯定的に捉えている。「嫌だ、

好まない、やりたくない、対面の方が良い、」など否定

的な意見は である。その内、遠隔授業に対して

の肯定的な意見が全く無く遠隔授業を否定、或いは対

面授業の方がよいという意見が である。それに対

して の学生は、遠隔授業もよかったが第 回目以

降対面授業を受けて比べると学校での対面授業が勝る

と感じている（表 ）ことがわかり、対面授業と比べて

遠隔の方がよかった、或いは変わらないという趣旨の

回答は である。考察については で記述する。

（表 ）③遠隔授業全体について

7-2-1-4 学生のアンケート 項目についての考察

まず遠隔授業に否定的な意見を詳細に分析する。

【オンライン授業について】の と

【遠隔授業全体について】の についてである（表

）。

（表 ）否定的な意見の詳細

遠隔授業について否定的意見の は学生の心理

的要因であった。意見の中で「緊張」という言葉が全

体の 現れていた。また、対面の方が教えてもらいや

すい、遠隔ではわからなくてもききにくい、遠隔では

物足りないなどの意見が あった。

次いで が環境的要因であり、大別すると以下

３点に分けられる。

点目は通信等に関する事項で否定的意見全体の

であった。回線や容量の問題で通信が安定しない

旨の意見である。またネットを使うことが苦手という

意見もある。これらの通信の問題は今後社会の発展で

改良されていくと思われる。

点目は所有楽器に関する事項で であった。家

に鍵盤楽器が無い、鍵盤ハーモニカで弾きにくかった、

（学校の）グランドピアノで弾きたいなどの意見があ

った。家に楽器がない学生にはピアノ鍵盤の無料アプ

リケーションを紹介していたが、スマートフォンの大

きさでは歌唱練習の補助にはなったが鍵盤奏を練習す

る上ではその役目を果たしきれなかった。アプリケー

ションを起動しながらの通信ができないので、事前事

後学習では使えても授業では実際に弾くことができな

かった。しかし 回生全体で鍵盤楽器を所有していな

かったのは ％であったので、今後においては楽器の

貸し出しなど学校での対応で解決できると思われる。

点目は家での受講環境についてである。家族がいる

中での受講への戸惑う旨の意見であり であった。

否定的意見の中では最も少ない割合ではあるが、住宅

環境に起因することは容易に解決できる課題ではない

ので、今後も遠隔授業を展開する上では継続的な不満

であると思われる。 
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7-2-2 教員アンケートから 
遠隔授業について本学の音楽教員にアンケートを

行った。（※２）5名の回答を得て意見を集約する。設問と
しては、ユニバーサルパスポートについて「使いやす

かった点」「使いにくかった点」「ユニバーサルパスポ

ート以外に推薦するシステム」、「遠隔授業についての

学生からの意見として聞いたこと」の 4項目と、遠隔
授業の授業内容について「対面従業との関連づけ、そ

のための工夫」「学習成果を上げるための工夫」、「課題

提示・回収方法についての問題点」、自由記述という5
項目の計9項目であった。 
総括するとユニバーサルパスポートについての設問

には、出席状況の把握として役立ち様々な機能がそろ

っているが、その分使いこなすには時間と慣れが必要

である、という意見であった。 
遠隔授業の授業内容の設問については、遠隔授業が対

面授業に劣らないように授業内容においては様々な工

夫をしながらも、まず遠隔授業に使うツールに習熟す

る必要がある、という意見であった。 
課題の提示・回収の設問については、PCスキルの不
足、ポータルシステムの不慣れ、IT環境の不備、楽器
未所有という学生の環境整備の必要性を憂慮する意見

であった。 
自由記述では学生の通信等環境整備についての学校

の支援についての意見や遠隔授業を望む学生の意見や

対面の重要性を再認識したこと等が回答された。 
以上から教員は遠隔授業の場合、受講する側の環境

の影響を大きく捉え、通信環境整備を強く望んでいる

ことが判った。 

結結論論

まず学生と教員のアンケート双方から今後の課題を

述べる。学生は遠隔授業での学びの良さも実感してい

る。対面授業を支持する場合もその理由は友達との学

び、教員との親しみ、分かりやすさであった。それに

対して教員は IT 環境や楽器所有やツールなどの要因
の影響を大きく捉えている。このことから学生と教員

では遠隔授業に対して重視する点が異なることがうか

がえる。次に教員も遠隔授業を経験したことでこれま

で対面授業で実施していた展開方法についても新たな 
※２ このアンケートについては本学ファカルティデベロップメント

委員会が遠隔授業全般について行った教員にアンケートの様式を活用

した。 

課題がみえた。その役割と効果について再考して授業

構築する必要がある。実技の進捗状況を客観的に述べ

て、次回への取り組み目標を自分の言葉で明確にする

ことがどれだけ技術力を向上させるのかについて検証

の必要がある。教員による範奏の在り方についても動

画視聴を積極的に取り入れることにより、学生の楽し

さと利便性から事前事後学習を積極的に行うことにな

り、それが技術力向上にもつながるのか今後の研究の

課題となる。また、音楽実技授業を効果的に実践する

ためには、学生の音楽力に合わせたレベル別グループ

授業が有効であることについて再認識することができ

た。そこで遠隔授業であってもレベル別グループ授業

を積極的に取り入れることができるように、学生の音

楽力を測る方法を見出すことが課題となる。さらに歌

唱指導においては個別に対応できる遠隔授業ツールの

利点を生かすことが有効である。 
よって対面授業であっても遠隔授業ツールの利点を

積極的に取り入れるハイブリッドな授業構想がよりよ

い授業展開を構築することになるといえる。 
最後に対面授業でも遠隔授業でも学生が身に付ける

べく学修の到達目標は変わらない。特に実技科目にお

いては、学生を到達目標に導くには遠隔授業のための

授業展開の方法を考えることが不可欠になる。そのた

め新しいツールやシステムについての研究を今後も積

極的に進める必要があるだろう。またそれに伴い、遠

隔授業を視野に入れた授業変革を余儀なくされる状況

で平等に遠隔授業が受講できる環境整備が個々の学生

に対してどこまでできるのかということも大きな課題

である。 
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付付録録

11-1 シラバス（授業テーマ、授業概要、授業計画の

抜粋）授業計画の実施回数は2020年度当初予定記載 
11-1-1 保育内容・音楽表現Ⅰ 演習 単位

【授業のテーマ】 「感じたことや考えたことを自分

なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する

力を養い、創造性を豊かにする」ことを目指す保育内

容・表現の主旨に基づき、とくに音楽表現におけるね

らいや内容、指導 法、計画について学んでいくこと

である。 
【授業の概要】 幼稚園教育要領における幼稚園教育

の基本、領域「表現」のねらい及び内容並びに全体構

造を理解する。それを踏まえて、グループワークや模

擬保育とその振り返りを通して、幼児が経験し身に付

けていく音楽活動の内容を 具体的な幼児の姿と関連

づけながら実践できるように必要な音楽表現の技能

を身に付ける。またタブレット等のアプリを活用した

指導法についても学ぶ。

 
回 授業計画 
1 幼稚園教育の基本と領域「表現」のねらい及び

内容 
2 幼児の発達と音楽的発達 ／課題曲の発表 
3 幼児の発達と表現 
4 音楽･造形・身体表現／打楽器 
5 歌う表現活動／楽器奏法 
6 あそび歌 －歌の背景（季節や行事や分野など）

の習得と実演－  
7 音を豊かに捉える感性の育成 －環境構成や言

葉がけ、援助の方法など－ 
8 楽器を使った表現活動とその援助の手法 
9 幼児の表現活動を育む手法 －楽器アンサンブ

ルを学ぶ－ 
10 音楽表現活動を取り入れた保育構想① －タブ

レット等のアプリを用いた事例、打楽器などユ

ニークな表現活動事例の検 証、模擬保育と振り

返り－ 
11 音楽表現活動を取り入れた保育構想② －ＩＣ

Ｔや様々な情報機器等の活用、打楽器アンサン

ブルの活用、模擬保育と振り返り－ 

12 音楽表現活動を取り入れた保育構想③ －指導

案の作成、模擬保育と振り返り－ 
13 音楽表現活動を取り入れた保育構想④ －小学

校の音楽科とのつながり、模擬保育と振り返り

－ 
14 音楽と身体表現活動 －幼児の表現をより豊か

なものに導く－助としての音楽の役割－  
15 全体のまとめと発表の振り返り 

 
11-1-2 音楽Ⅰ 演習 単位

【授業のテーマ】 保育・幼児教育の中での音楽の目

標及び指導内容を知り、保育現場に即応できる実践力

を養う。 
【授業の概要】 保育・幼児教育の中での音楽の目

的を理解し、ピアノ実技のレッスンをとおしてピアノ

の基礎技術と基礎的な音楽理論やソル フェージュ力

を習得する。さらに保育者として音楽に対する感性を

高め、幼児の感性をも豊かに育てるための表現力を身

につけ、保育現場に即応できる実践力を養う。 担当

者別のグループに分かれて、個人レッスン及びグルー

プレッスンを行い、下記の内容を毎時間総合的に学

ぶ。曲目は、実技進度に応じて選曲する。

 
回 授業計画 
1 ガイダンス、授業方針の説明、クラス分け 
2 ピアノ奏法の基本１ （指使い、姿勢など） 
3 ピアノ奏法の基本２ （タッチなど) 
4 楽曲演奏法１ （基本の取り組み方） 
5 楽曲演奏法２ （ピアノ曲） 
6 楽曲演奏法３ （伴奏） 
7 楽曲演奏法４ （弾き歌い） 
8 歌唱１（発声） 
9 歌唱２ （子どもの声域に合わせた歌） 
10 音楽理論１ （音符・音階） 
11 音楽理論２ （リズム・拍子） 
12 音楽理論３ （調・音楽用語） 
13 ソルフェージュ１ （読譜・視唱の基礎） 
14 ソルフェージュ２ （視奏・聴唱・聴奏の基礎） 
15 発表と振り返り 
 
11-1-3 リトミック 演習 単位

【授業のテーマ】楽しんで音楽を身体で表現し、効果

的に音楽感覚を育てるための音楽あそびを体験して 
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実践できるようにする。 
【授業の概要】 実技中心。音楽あそびをしながら
音楽のいろいろな要素を身体表現を通して体得す

る過程を学び、保育現場に即応で きる実践力を身
に付ける。実践内容のディスカッションやレポー

ト提出も行う。課題は 1 回完結ではなく継続して
積み重ねて学習する。積極的な参加が受講条件と

なる。

回 授業計画 
1 ガイダンス・身体表現の楽しさと即興演奏の必要

性 
2 音と音楽 
3 等速感 と 拍子感 
4 フレーズ感 
5 リズムあそび１（歩くことを中心に） 
6 リズムあそび２（歩くこと～ステップへ） 
7 ことばとリズム 
8 うたとリズムあそび 
9 リズムあそび３（模倣を中心に） 
10 リズムあそび４（道具を使って） 
11 リズムあそび５ （拍子） 
12 身体表現のためのピアノ演奏法１（伴奏付け・変

奏） 
13 身体表現のためのピアノ演奏法２ （表情・拍子） 
14 一曲の展開方法 
15 一時間の展開方法 

 
11-2 課題掲示例

11-2-1 保育内容・音楽表現Ⅰ 第６回

【第６回 課題Ａ（第６回の流れ）】

月 日（金）３限

① ～ ・出席確認・・・クリッカー点呼 押下

してください。

・ 送受信準備

・この課題Ａに返信の必要はありません。

②・ 開通確認・・ で担当教員よりメッセージ

を送ります。返信してください。

・本日の ビデオ通話レッスン時刻を で知ら

せます。 ※時間は前後します。余裕をもって待機し

てください。しっかり充電しておくこと。

①グループ ～

②グループ ～

③グループ ～

③ ～ ・課題Ｂを読んで取り組んでください。

・ ビデオ通話レッスン・・・今日の内容

・担当教員の指示に従ってレッスンを受けてく

ださい。

・課題Ｂは、提出期限内にユニパに入力して提

出してください。

④ ～・課題Ｃ を読んで取り組んでください。

・課題Ｃは、提出期限内にユニパに入力

て提出してください。

⑤ ～・終了確認・・・ メッセージを送受

信します。

※時刻は目安です。前後します。

※それぞれが課題Ｂ，Ｃを取り組んでいる間に、個人

レッスン（ ビデオ通話）が入るイメージです。

【第６回 課題Ｂ】

下記サイトの授業内容を視聴してください。そして、

（１）～（４）に取り組んでください。

（１） 動画の感想をユニパに入力して 提出しま

しょう。

（２） 動画の中の指示に従って、動画にあわせて、

身の回りにある色々な音のする物で音楽に合わせて演

奏しましょう。

（３） 郵送課題 ①１～６のリズム打ちをしましょ

う。（前回の復習）

（４） 今回の動画の音楽に合わせて、①１～６のリ

ズム打ちをしましょう。

【第６回 課題 】

（１）（２）ユニパに入力して 提出してください。

（１）①本日の進み具合を記載しましょう。（実施した

曲名、課題 できたこと、難しかったこと

など）

②次週への自主学習の課題曲や目標を書きまし

ょう。

（２）第６回についての感想を書きましょう。

（３）質問がある場合、ユユニニパパのの ＆＆ に書いてくださ

い。時間指定はありません。こちらは授業時間以外で

も、いつでもどうぞ。順次回答しますので、待ってい

てください。

は基本、授業のみ使います。教員は他の授業で

もプライベートでも を使います。授業時間以外は

開通しません。
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11-2-2 音楽Ⅰ 第６回

【第６回 課題Ａ（第６回の流れ）】

月 日（金）２限

① ～ ・出席確認・・・クリッカー点呼 押

下してください。

・ 送受信準備

・この課題Ａ「第６回の流れ」の内容

を読んで下さい。確認の返信はいりません。

② ・ 開通確認・・・ で担当教

員よりメッセージを送ります。返信してください。

③ ～ ・課題Ｂ を読んで取り組んでくださ

い。

・本日の ビデオ通話レッスン時

刻を で知らせます。

※時間は前後します。余裕をもって待機してくだ

さい。 しっかり充電しておくこと。

①グループ ～

②グループ ～

③グループ ～

・ ビデオ通話レッスン・・今日の内容

・担当教員の指示に従ってレッスンを受け

てください。

④ ～・課題 を読んで取り組んでくださ

い。

・課題 は、提出期限内にユニパに入

力して提出してください。

⑤ ～・終了確認・・・ メッセージを送

受信します。

※時刻は目安です。前後します。

※それぞれが課題Ｂ，Ｃを取り組んでいる間に、個

人レッスン（ ビデオ通話）が入るイメージです。

【第６回 課題Ｂ】

郵送した資料の「楽典テキスト」（ 両面コピー、

中央折で本にしたもの）４～５ページ、８ページを

読んで内容を理解しましょう。

「ちょうちょⒷ」の楽譜を郵送した五線紙に書き

写して楽典テキスト１～６、８ページの理解度を確

かめましょう。題名、歌詞もそのまま写して同じ楽

譜を作りましょう。

ここのの課課題題はは添添付付ししててのの提提出出ははししまませせんん。用紙のま

ま保管してください。この種類の課題は、後日提出

してもらうので、ノートには張らないでください。

【第６回 課題Ｃ】

（１）（２）ユニパに入力して 提出してくだ

さい。

（１）①本日の進み具合を記載しましょう。

（実施した曲名、課題 できたこと、難し

かったことなど）

②次週への自主学習の課題曲や目標を書き

ましょう。

（２）第６回についての感想を書きましょう。

（３）質問がある場合、ユユニニパパのの ＆＆ に書いてく

ださい。

時間指定はありません。こちらは授業時間以

外でも、 いつでもどうぞ。順次回答します

ので、待っていてください。

は基本、授業のみ使います。教員は

他の授業でもプライベートでも を使い

ます。授業時間以外は開通しません。

11-2-3 リトミック 第６回

【第６回 課題 （第６回の流れ）】

月 日（木）５限

① ～ ・出席確認・・・クリッカー点呼 押

下してください。

・ 送受信準備

・課題 への確認の返信はしなくて結

構です。

②・ 開通確認・・・ で担当教員よりメッ

セージを送ります。返信してください。

・グループ通話確認

③ ～ ・課題 を読んで取り組んでくださ

い。

・本日の ビデオ通話レッスン時

刻を で知らせます。

※時間は前後します。余裕をもって待機してくださ

い。しっかり充電しておくこと。

①グループ ～グループレッスン

②グループ ～ 個人レッスン

・ ビデオ通話レッスン・・・今日の内容

・４文字ことば

・①～⑳のリズムパターンの課題プリントの説明

・課題「みつばちマーチ」の記譜確認と説明

・自由曲、課題曲（「みつばちマーチ」）のレッス

ン
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④ ～・課題 を読んで取り組んでください。

・課題 は、提出期限内にユニパに入力

して提出してください。

⑤ ・終了確認・・・ メッセージを送受

信します。

※時刻は目安です。前後します。

【第６回 課題 】

（１）４文字の言葉を つのカテゴリーから つずつ、

言えるようにしましょう。

ビデオ通話レッスンのグループレッスン

で発表します。

（２）「みつばちマーチ」

ビデオ通話レッスンのグループレッスンの中で

説明に従って練習しましょう。

【第６回 課題 】

１）（２）ユニパに入力して 提出してください。

（１）①本日の進み具合を記載しましょう。

（実施した曲名、課題 できたこと、難し

かったことなど）

②次週への自主学習の課題曲や目標を書きま

しょう。

（２）第６回についての感想を書きましょう。

（３）質問がある場合、ユユニニパパのの ＆＆ に書いてくだ

さい。

時間指定はありません。こちらは授業時間以

外でも、いつでもどうぞ。順次回答しますの

で、待っていてください。

は基本、授業のみ使います。教員は他の

授業でもプライベートでも を使います。

授業時間以外は開通しません。
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11-3 遠隔授業についての学生アンケ―ト回答原文

①第１～３回の課題授業について（回答は順不同） ②第4～6回のLINEによるオンライン授業について（回答は順不同） ③遠隔授業全体について　（回答は順不同）

はじめての遠隔授業なのであまり覚えていない 画面越しでもレッスンしてもらえて雰囲気を掴めたし楽しかった。気が引き締まった 目はしんどかったがそれ以外はユニパも使いやすく勉強しやすかった
曲の背景を知ることで興味がそそられた 問題なく行えた 新しい形としてよかった
適切な課題の量だった オンラインでもピアノを見てもらえるので良いと思った ピアノ練習もでき授業もで危篤に不満はない

パソコンでの歌詞打ちは目が痛くてしんどかった。たくさんの季節の曲を知ることができてよかった ピアノを弾く場所がなく歌う授業で人前で歌うことがとても緊張したがわかりやすいように接してくれ
てよかった

始めは嫌だと思ったが回を重ねるにつれ達成感ややりがいを感じられ楽しいものもあったがやはり対面
の方がダラけずシャキッと受けられる

家にピアノがなくイメージが少しわきにくかった。季節の歌について学習したときに知らない歌なども
たくさんありとてもおおもしろかった。

初めてのLineでのオンライン授業だったので毎回ワクワクしていた。初回はどんな先生なんだろうなど
色々思っていたけど優しい先生でよかった

他の授業と違ってLineでしたりのオンライン授業や「各自練習」みたいな授業だったのでは新しく楽し
かった。遠隔でもありかなと思った

重度知的障害児がいてひとり親なのでたいへん ライン、インターネット、スマホがなかった 今となれば遠隔授業も楽しかった、よい思い出
自分の好きな音楽について書くところが楽しかった。基礎知識が学べてよかった 顔が見えることで楽しくできた、先生と一緒に歌ってくれたりしてあまり緊張せずにできた 楽しかったが、実際の対面授業を受けたあとでは物足りないかもしれない
取り組みやすい内容だった とても緊張したが新しい感覚で楽しかった 音楽は遠隔に向いていないと思った
歌詞を書くのがたいへんだった 最初は緊張したけど終わりになるにつれて慣れた 良かったがやはり対面の方がやりやすい
季節の歌を調べるのが大変だった 初めて人に発表するとなったから緊張した 対面授業がよい
量が多いと感じたが今までとは違った音楽の触れ方ができた やっぱり時下に先生にみてもらえるわけじゃないので難しい部分もあった 家でもやりやすかった
少し難しかった すっごく緊張した やりやすかった
しっかりと理解できた 遠隔だけどちゃんと個人レッスンができてよかった 通常授業を受けると比べてしまうが遠隔もよかった
基礎をやったりしたので遠隔でも理解できた 少し緊張したけど電波のずれもなくやりやすかった 始めはとまどったが楽しかった
あらためて調べていろんなことを知れたのでよかった 自分の使っているピアノで弾けたのでやりやすかった とてもよかったがやはり学校の授業の方が良いと思った
2回目の全部8曲核のがとてもしんどかったけど選んだ歌について今まで以上に知ることができてよかっ
た

歌いながら弾くことがとても難しいとわかった。先生が横で見てくださっているような気持ちでピアノ
にむかえた

対面授業には勝らないけどちゃんとできた

第2回のプリントにまとめる量が多くてたいへんだった 電波のずれでやりにくいところはあったけど楽しかった 3回までの書くのは嫌だと思ったが４～６回は楽しかった
第2回の課題が一番しんどかった 楽しかった。でも緊張して全然弾けなかったな・・・ たくさんの曲が送られて色々練習できた
あらためて子供の曲を季節ごとに調べることでいろんな曲と歌詞までしっかり理解できた 家を出られないため仕方がないが先生と合わせるとラグがあり難しかった 遠隔でも十分できてよかった
2回目の季節の曲が多くてしんどかった。メールで送るのはやりにくい ピアノが弾けない状況の時が多い、対応してくれて助かりました 授業は問題なかったが通信がうまくいかなかったことがあったのでどうにかならないかと思った
ピアノも楽譜も一人でしっかりとできる量だったのでよかった 最初慣れないことで焦ることも有ったが5～6回は普通にできてよかった 未経験の人にはたいへん
良かった よかった 初の試みだけどよかった
初めて学ぶことが多かった 特に対面と変わらないと思う わからなくても友人にきけなくてつらかった
初めてで詳しいことがわからなくてたいへんだった 少し緊張していたけど自分なりにできた 課題学習もオンラインもよかった
楽典テキストを見ながら取り組んだ 指まで見れないので不安だと思った よかった
自己診断レポートや季節の曲レポ＾とを作るのはとても楽しかった。 テレビ電話で聞こえにくいところもあったけどピアノのレッスンができてよかった 自分に合ったペースで弾けたのでよかった、ピアニカだったので弾きにくかった

こどもの歌を1番だけでなく2番3番までおぼえるのが難しかった Lineでの対面授業は楽しかった、先生からのアドバイスを受けて曲を歌ったりコロナの中でも授業を受
けられてうれしかった

先生方も予測不能中とても心配されていたと思うが6回が無事に終わりよかった。

季節の曲などピアノを実際に弾く前に音楽にふれ懐かしい曲も思い出しながら考えることができた 先生とのコミュニケーションが取れたのでよかった。少し緊張した とても工夫して実施してもらえて嬉しかった。でも対面授業の方が圧倒的にわかりやすい
課題が他の教科ともかぶって多く感じ辛かった 会ってないけどピアノをみてもらえてよかった 毎回テストを・・
あまりたくさんの課題ではなく順調に課題ができた オンラインで実際に演奏をきいてもらえてよかった 全体的によかったけど対面の方がおそわりやすい
季節の歌について調べたことで興味が持ててよかった。他の方の曲も紹介して頂き参考にできればと思
う

電波の状況などでとぎれとぎれになってしまうこともあったが普段のレッスンぽい感じがオンライン授
業でできてよかった

もちろん対面の方が良いが遠隔でもきちんとアドバイス下さるのでよかった

しっかり取り組んだ やはり対面を受けると対面の方が良いと思う・先生が見本を見せてくださる手元が見えなかったり聞こ
えづらいことがあった

実際にピアノに触れることができなかったので今になって後悔でした

初めての大学で初めての課題でとても色々と大変だった すごくバタバタしたのと勉強する部屋とピアノの部屋が別々だったのでより大変だった。Lineも聞こえ
にくくて弾けているかわからなくて混乱した

動画だったので余計に緊張した。タイムリーだったので全く余裕がなかった。他の授業においても大変
だった。精神的にもしんどかったし課題量も多く二度とやりたくない

ピアノの基本練習だったので少しピアノのことを知ることができた。ピアノにも少しふれた。 テレビ通話だったので家に居ながら実際に指導してもらったので良かった 好き。みんなの前だと緊張してしまうが先生と1対1だと気持ち的にしんどくない

少し課題が多いように思ったけど季節の歌の課題は為になった ピアノがなかったので全然練習できてなかったので少し遅れをとった。歌の練習はしっかりとできた 遠隔でも普通レッスンのようにできてびっくりした。でも聞きたいことや教えてもらい事を教えてもら
いやすいので普通レッスンの方がよい

日本の春夏秋冬の曲を調べたけど後に弾き歌いすると知らず難しい曲を選んでしまった 弾き歌いは恥ずかしかったけどアドバイスしてもらえてオンラインでできてよかった 家からなので緊張感があまりなかった

季節の歌のまとめは大変だった。たくさんの曲を調べることができてよかった Lineでも先生と授業できたので良かったし緊張せずにできたからよかった。また1対1の方が教えてもら
えると思った

意外と楽しかった

幼児音楽の曲を自分で調べて知ることができてよかった どんなふうに授業するのか不安だったがとてもわかりやすく指導して下さった 良かった
少し多いと思った Lineの回線や容量がいっぱいでだいぶ止まっていた スムーズにできてよかった
第2回の課題はしんどかったけど曲を知れたのでよかった 対面授業よりビデオの授業の方が緊張して少し苦手だった いい勉強になった
自分のレベルにあっていた やりやすかった 初めてで判らないこともあったがスムーズにできた
あまり内容が理解できなかったけどやるごとにわかってきた 担当の先生の顔を見て受けることができて、わからないところも直接聞けたのでよかった 学校にいけない状況の中で内容の濃い授業をうけられた
季節の歌がたくさん弾けるようになった 初めての弾き歌いだったので緊張した すごく勉強になったし楽しかった

たくさんの曲をしることができた。知っている曲でも知らない知識がたくさんありおもしろかった。 Lineオンライン授業がなかったらピアノ弾かずにダラダラしていたと思うが、毎週オンライン授業が
あったのでそのためにピアノ練習をすることができてコロナ自粛期間で怠けずにピアノが弾けた

遠隔でも普通レッスンのようにできてびっくりした。でも聞きたいことや教えてもらい事を教えてもら
いやすいので普通レッスンの方がよい

1回目課題で自分自身でも振り返ることができ今後の活動にあたって目標をたてられた。ユニパの見方
やメール送信が難しかった

アドバイスをもらいながらすることができたのですごくよかった、弾き歌いをたくさんできて難しいこ
とも有ったができる曲も増えた

最初なかなか慣れなかったけど使い方はだんだん慣れた。Lineのオんライン授業はすごく取り組みやす
かった

ほとんど間違えず書けてよかった ちゃんと音が届いているか不安になった 意外とやりやすく楽しかった。遠隔の方が向いている
自分の音楽歴を振り返ることができ、改めて春夏秋冬の曲を知ることができた 一人ひとり的確な指示をしてくれたので次週までに練習することができた 少し受けづらいと思った
分かりやすかった 1対1なので緊張する やりにくかった
楽しかった 初めはとても緊張してしまい上手くできなかった ネットを使うのが苦手だからたいへんだった
吹奏楽部に所属していたことも有り難しくなかった スマホの位置に困った オンラインでピアノを弾けてよかった
難しかった オンラインで歌って弾くのは初めてでやりにくかった 難しすぎずちょうどよい内容だった
大変だったが新しく知れたこともたくさんあったので良かった その場で自分のできていないことがわかり、次への目標を決めることができた ずっとピアノをせず終わるのかと思っていたがピアノの練習もできてよかった
課題量がちょうどよくスムーズにできた 家では大声を出すことができず難しかった 習ったところをしっかり家で練習できた
初めてでもありどんな風に取り組めばよいかわからなかった 弾き歌い指導してもらえて対面授業と変わらなかったのでよかった 遠隔もいいと思っていたが対面の方がいいと改めて思った
季節の曲などを調べたりぴあのについて学ぶことができた 弾き語りはできなかったがちゃんと音程に合わせて歌えてよかった 4回目からは指示がわかりやすかった
積極的に取り組めた 家でもピアノの練習をしたりすることができた オンラインでもしっかりピアノ練習ができてよかった
わかりやすかった 最初は少し苦戦したけど後半スムーズに進めた よかった
こどもが歌う曲を知れた 初めてだったから慣れなかった 良い
頑張った 優しく教えてくれて自分のペースで進められた すごく嫌い
今までの自分が音楽にどれだけ関わってきた加悦色々な動揺を知ることができた 先生にわからないところは教えてもらえたりアドバイスをもらえたのでよかった 質問すると丁寧に返答してもらえたので課題をやり遂げることができた
よくわからなかった 電話を2回に分けず1回でしてほしい やはり直接指導してもらう方がわかりやすい
難しくはなかった よくわからなかった 緊張した
動揺を調べているときに思ったよりたくさんの歌があって勉強になった 自分の家が電波が悪く聞こえづらいときもあったけどやりやすかった 文字だけでは伝わりにくい部分のあったのであまり好まない
できた 最初はすごく緊張したけど段々慣れた 良かった
ちゃんとできた 緊張した やりやすかった
良かった ちゃんと聞こえているか不安だった 満足している
昔の記憶を思い出すことができた 良かった スムーズに行えた
曲の練習と調べの同時進行はなかなか難しかった 初めて先生と対面して、画面越しの方がわかりやすかった おもったよりやりやすかった
慣れない遠隔授業でたいへんだった 楽しかった。やったことの無い形で家で授業は面白かった 遠隔も学校もかわりなかった
多かった 家で弾き歌いはちょっと恥ずかしかった やりやすかった
きちんと取り組めた 良かった 遠隔を通して実力が上がった
一番の歌詞しか知らなかった曲などの2番の曲が知れたり季節に見合った曲をしることができた 弾いている音だけで手元が見えないので自分的には横で見てもらいたい 難しかった
自分でしっかりと取り組めた 先生と1対1の対面だったので質問もしやすかった わからないことが聞けないのがたいへんだった
プリントが難しかった 先生と会話しながら授業できてよかった 実際にピアノが弾ける学校の方が良い
基礎からいろいろ学べてよかった 画面越しだったがわかりやすく丁寧だったので良かった いろんな曲を知ったりピアノに触れてとても楽しかった
やりやすかった Lineの方が緊張しなかった 普通に楽しかった
季節の歌はネット検索したりとても時間が掛かったがいろんな曲を知れるよいきっかけだった ピアノを持っていなくて鍵盤ハーモニカだったが鍵盤ハーモニカの方が難しかった はじめてで少し緊張したがまた遠隔になっても変わらず頑張りたい
楽しかった。動揺を思い出して懐かしい気持ちになれて楽しかった 毎回いつ電話が来るのかすごく緊張しながら別の課題に取り組んでいた 今は実際に先生の前で弾いているのでオンラインだと少し伝わりにくいかなと思った
初めての授業で緊張したがしっかり取り組めてよかった なかなか先生と電話がつながらなくて授業が遅れてしまったことが印象深い 最初はやり方があまりわからなかったけど1回するとすぐできた
しっかり取り組めた。たくさんの楽譜が先に届いたのでいろんな曲が弾けて楽しかった オンライン授業が初めてだったが歌ったり弾いたりできて良かった 学校の方がよい。時間がないと言って焦っていたのが気になった。全体的に嫌だった
自分のできる範囲を自分で理解することができた ビデオ通話の音がとぎれとぎれで聞き取りにくかった 不安もあったが全体的によかった
歌詞とか歴史を書くのはちょっとしんどかったけど懐かしい曲もたくさんあって楽しかった ビデオ電話で歌いながら弾いて弾けなかったところや歌いやすい歌い方も理解することができた 自己解決しなければならないことが多かったのでしにくかった

しっかり取り組めたと思う 他大学はZoomとか全体でやるところが多いからそうなるのかと思って緊張したけれど、Lineの方が先生
とゆっくりできるし深く見てもらえるのでとてもやりやすかった

学校が遠いのでコロナがこわいので遠隔が良いがビデオ通話だとやりにくいとも思うので難しいところ

音楽の基礎を家でしっかり確認することができたのでよかった 初めての顔合わせがビデオ通話でとても戸惑ったけど慣れてくると携帯の配置もわかってきて先生にど
うしたら伝わるか考えて弾いた

はじめてだったがすぐ慣れたので後期で始まっても大丈夫だと思う。家のキーボードより大学でちゃん
としたピアノで弾きたい気持ちが大きい

将来使えて弾ける曲を調べて良かった。季節の曲が色々あったことを知れてよかった 家族が帰ってきたりしたときに集中できなくなってしまったがそれいがいは問題なかった いろいろ工夫してくださってとてもやりやすかった
特に何も思わなかった 面白かった 良かった
季節の曲の作られた経緯などを知れたのは嬉しかった ビデオ通話だと先生からの指導がないのでやりにくかった 歌のテストをみんなの前でなかったので少し緊張が減った
あまり理解できなかったしめんどくさかった 緊張したけど弾けたと思う 4回目からは先生と顔を合わせてできてよかった
しっかりと歌詞やその意味を調べたことがなかったので新鮮で楽しかった ピアノ弾きながら歌ったりして緊張したけど先生と1対1で授業できたからよかった とにかく弾き歌いだったので難しくわからないことだらけだったが新鮮で楽しくできた
めんどくさかった。あまり何をしたか覚えていない 直接ではなかったので独特な緊張感があった Lineでつながりにくかったりした
しっかり取り組めた 自分のピアノの音が聞こえているのかわからなかった スムーズにできてよかった

すごく簡単で楽典教科書のおかげでスムーズに勉強することができた オンラインでしっかり指導してくれて自分の選んだ曲をちゃんと弾けるようにしたいと思うようになっ
た

わかりやすくしてくれたので遠隔でも何も気にならなかった。丁寧に指導してくれてアドバイスとかも
してくれたのでよかった

問題なく課題に取り組めた 家にピアノがなかったのでやりにくかった （無回答10）
始めすごく不安だったが意外と大丈夫だった 慣れないオンライン授業だったが何とか出来た
基礎的なことが知れてよかった 1対1だったので安心して受けることができた
（無回答７） ビデオで緊張した

電話だったけどスムーズにできた
（無回答5）  
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11-4 遠隔授業についての教員へのアンケート回答原文  

基本的な操作を一通り理解するまで時間がかかり、ようやく慣れた頃に遠隔授業が終了しました。学生の反応を直接知ることができないため、課題の量や質が適切であるかどうか、把握するこ
とが困難でした。

２０２０年度前期　遠隔授業のアンケート（第１～６回）（回答は順不同）

             ファカルティ・ディベロップメント委員会

１．ユニバーサルパスポートについての質問です。

（１）使いやすかった点について教えてください。

勤務している他大学で使っているmanabaよりクラスプロファイルの方がわかりやすくて使いやすいように思いました。

遠隔で連絡がとれたこと。

クリッカーによる出欠確認や、課題の提出状況が把握しやすい点が便利でした。

出欠状況等の確認、提出物の確認と閲覧

多くの大学・短大で採用されている実績のあるパッケージソフトらしく、既に使い込まれた多くの機能が最初から揃っている点。

（２）使いにくかった点について教えてください。

複数の教員で授業を持つ場合のフィードバックの問題が未解決です。

私個人の問題で、慣れるまでが大変でした。

２つに分かれる感じでした。「よかった」と「苦手」と。PCが苦手なので。電波状況がよくない。スマホの調子が悪くて画面が映らなかった、、、。

トップページに戻りづらい、フリーズしたりデータの反映までに時間を要する。タブレットでの操作時に別ウインドウが閉じるボタンがページ外に逃げるので、別ウインドウが閉じづらい

授業科目・コース・授業・課題・クリッカー・掲示板の基本的な意味・相互関係が最初に理解できずに戸惑いました特に、1回の授業につき１コースを設定しないとうまく運用できないということが
最初には分かっていませんでしたので、コース設定のやり直しが必要になってしまいました。

（３）ユニバーサルパスポート以外でオンライン授業でおすすめのシステムを教えてください。

月並みですが、リアルタイムならZOOM。

わかりません。

ZOOM（実技レッスン）

Apple製品(iPad)でのオンライン授業

授業管理のシステムについては、ユニーバーサルパスポート以外の使用経験がないのでおすすめはありません。私の担当である一対一のピアノレッスンには今回LINEが実用に耐えました。一対
多の場合Zoomが候補となるでしょうが、個人的な使用経験ではZoomの音質は音楽用途に適さない事を知っているため、Zoomだけに限定されると困ってしまいます。

２．遠隔授業について学生から意見を聞いたことがあれば記入してください。

不慣れや、環境が整っていなくて、困っている学生さんもおられました。

とくにありません。

ピアノレッスンで、顔・手元の画像・ピアノの音を１台のスマートフォンだけで全てうまく伝えるように

機材をセットする方法に最初は苦労したようです。これは教員側も同じだと思います。もし今後、レッスン授業の学生に機材の貸出提供を行う制度を導入する場合、回線・端末以外に三脚・ライト
等も含めてあげることが望ましいと思います。現にアンケートにそういう希望を記入した学生がいました。

３．遠隔授業の授業内容についての質問です。

（１）遠隔授業・対面授業をどのように関連づけましたか。また、関連づけるためにどのような工夫をされましたか。

紙ベースの課題の中で選んだ歌に添っての歌唱演習　→　対面になって、弾き歌いができるために、読譜の基礎知識、ピアノの練習をまず中心に行った。

実技系演習科目のため、遠隔授業では主として理論的な内容や動画を中心として扱い、それをベースとして対面授業では実技指導を中心におこないま

遠隔授業と対面授業の格差を少しでも減らす努力をした。学生一人一人に対して平等な授業展開とコミュニケーションによるフォローアップ

私の担当はピアノレッスンですが、遠隔授業と対面授業で大きな違いはありませんでした。

特になし。

（２）遠隔授業で学習成果をあげるために工夫した点を記入してください。

授業時間内に、課題に取り組む時間を各々にリアルタイムで発信した。次回のレッスンで何をするかを明確に伝える。

遠隔レッスンでは、それぞれの出来ていること、良いことを褒めて、次のレッスンに気持ちから取り組めるようにしました。

気軽に質問ができる環境づくりと、質問内容の共有に努めました。

突然の遠隔授業開始に伴う学生のストレスを考え、学生たちに対して褒めて伸ばす事を意識して授業したこと。

遠隔授業の場合、授業前に機器・ソフトの使い方に習熟していないと、最初の方の時間を無駄にしてしまいます。今回、最初からそうしたわけではありませんが、次回からは予めリハーサルを自分
でやっておくよう指示する必要があると思いました。

４．課題の提示方法と回収方法について何か問題点があれば記入してください。

いやぁ、学生がPCを持っていない、使えない、プリンターがない、ファイルも作れない、って本当に大きな障害です。できることが限られ問題だらけです。

原因は不明ですがユニバーサルパスポートで課題がダウンロードできないという学生がいました。少しイレギュラーな方法でもユニパの方法以外に、これなら確実に絶対にいつでも課題をダウン
ロードできるという方法を用意してあげる必要があると感じました。

とくにありません。

端末の不備、Wi-Fi環境の不備等で平等に遠隔授業を受けることが出来ていないと思うので端末等を購入してもらう等今後学校側で検討する必要があるように感じた。

登校しなくてもオンラインだけで自宅で授業が受けらるというのは、自分が登校して感染したものを家族にもうつしてしまうというリスクを軽減できるいう点で、安心できて有難いという声があ
りました。担当科目の学生（再履修のため２名だけでしたが２名とも）から「後期はオンライン授業にして欲しい」との要望がありました。

原因は不明ですがユニバーサルパスポートで課題がダウンロードできないという学生がいました。少しイレギュラーな方法でもユニパの方法以外に、これなら確実に絶対にいつでも課題をダウン
ロードできるという方法を用意してあげる必要があると感じました。

５．自由記述欄

これからまた遠隔授業になるかどうかはわかりませんが、なった場合に、家のIT環境や音楽の場合楽器がない学生等、授業を受ける条件が整わない学生に対して、学校の施設内で遠隔授業を受
ける、ということはできないでしょうか？何か救済方法を考えて頂けたらと思います。

遠隔でも工夫しだいで授業が出来ることを知りましたが、音楽は、やはり対面授業の重要性を再確認いたしました。

ユニパの機能を十分に使いこなすことができませんでした。よりよい使い方のレクチャーを希望します。
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ピピアアススーーパパーーババイイザザーーかかららののココメメンントト

本年度はあらゆる教科において遠隔授業のあり方が大

きな課題となりました。本論文は「保育内容・音楽表

現Ⅰ」「音楽Ⅰ」「リトミック」の講座における遠隔授

業の実践を、学生・教員両面から捉えることによって

遠隔授業環境の問題点と可能性を具体化されており、

実技系科目のみならず、今後の教育活動の中で改善が

求められる内容であると思われます。本実践報告の知

見がより多くの先生方に共有されることを願っており

ます。（担当：辻本恵） 


